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幽
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樹
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寒害を受けにくい B N21 号
(県農林技術開発センター提

m
化
見
通
し

長崎で試験栽培
生
の
1
~
2托ン
大
の
幼
果
の
時

期
は
お
よ
そ
1
月
上
旬
~
2
月

上
旬
で
厳
寒
期
(
1
月
下
旬
~

2
月
上
旬
)
を
含
む
が
、
B
N

2
1
号
は
1
月
末
~
2
月
末
の
た

め
重
な
る
時
期
が
短
い
。
同
研

究
室
の0
9
~1
5
年
の
調
査
に
よ

る
と
、
3
月
中
旬
ご
ろ
の
幼
果

の
平
均
生
存
率
は
B
N2
1
号
が

概
・
4
%
と
、
長
崎
早
生
を2
0

紳
超
上
回
っ
た
と
い
う
o

17
年
2
月
か
ら
、
J
A
長
崎

せ
い
ひ
長
崎
び
わ
部
会
の
会
員

2
7
人
が
、
計
1
1
5
本
の
苗
木

を
長
崎
市
内
で
試
験
栽
培
し
て

い
る
。
茂
木
地
区
の
男
性
会
員

(6
1)
は「
早
生
は
寒
害
に
弱
く
、

栽
培
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
て

い
た
。
新
品
種
の
味
の
良
さ
が

確
認
で
き
れ
ば
、
普
及
す
る
だ

ろ
う
」
と
語
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
は
今
年
2
月
に
苗

木
業
者へ
接
ぎ
木
用の
枝
を
配

布
予
定
で
、
農
家
向
け
の
苗
木

販
売
は2
1
年
ご
ろ
。
実
際
に
実

が
な
り
、
消
費
者
の
口
に
届
く

の
は2
4
年
ご
ろ
の
見
通
し
だ
。

ブ
ラ
ン
ド
名
も
今
後
検
討
す

る
。

(
白
石
彩
乃
)

を
受
け
た
措
置
。
南
北
関
係
改

善
に
意
欲
的
な
北
朝
鮮
の
姿
勢

を
示
し
た
。

南
北
対
話
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
米
国
の
ヘ
イ
リ
ー
国
連
大

使
は
2
日
、
北
朝
鮮
が
核
兵
器

を
放
棄
し
な
い
限
り
「
い
か
な

る
対
話
も
真
剣
に
受
け
止
め
な

い
」
と
述
べ
、
慎
重
な
考
え
を

崩
し
て
い
な
い
。
「
核
の
ボ
タ

ン
」
を
巡
り
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
2
日
「
私
の
核
の
ボ
タ
ン
の

方
が
ず
っ
と
大
き
く
強
力
」
と

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
、
金
正

恩
氏
に
対
抗
し
た
。

鋤
8

ー
詠

〒
社

　
　
　

　
　

　

　
販

売

部
(
0
9
5)
8
4
4・
5
0
6
3

塗甘ー
輪
あい
室
(
0
9
5)
8
4
4・
2
1
3
9

開
発
セ
ン
タ
ー
(
0
9
5)
8
4
4・
7
7
9
3

佐
世
保
編
集
(
0
9
5
6
)
2
2・
9
1
4
5

培
で
も
寒
害
を

(
ビ
ワ
長
崎)2
1

ば
れ
る
小
さ
な

の
幼
果
の
時
期

る
。
現
在
、
試

4
年
ご
ろ
の
見

本
一
の
産
地
・

種「
な
つ
た
よ
り
」

力
し
て
い
る
が
、

谷
本
恵
美
子
室
長

培
で
は
、
な
つ
た

2
1
号
の
2
本
柱
で

農
家
の
労
力
分
散

に
つ
な
げ
た
い
」

て′
2灼ン
程
度
の
幼

一
、
気
温
マ
イ
ナ
ス

問
以
上
さ
ら
さ
れ

凍
死
す
る
。
県
内

月
と1
6
年
1
月
に

が
出
た
。
長
崎
早

つ {ま‘みα)お態を稲鼠巻する研究÷員 =2017 年…12月 11日、
大村市鬼橋町 県農林技術開発センター
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竃
ー
ー

へ
意
欲

ヵ
働
ビ▲
損
堀
が
指
示
し

い
う
。
平
昌
冬
季
五
輪

北
朝
鮮
代
表
団
派
遣
な
ど

合
う
高
官
級
の
当
局
者

韓
国
が
提
案
し
た
こ
と

マ
ト
2
6
26
27

緬
緬
緬
緬
胴
緬
胴

　
　
　

　

　
　
　

ご

切

′
ー

2
悌

26

「ねずみ島」で泳ぎ初め 2面
イラン反政府デモ拡大 6面
長崎佐賀高速の割引も 26面
訪日クルーズ船が活況 27面

きょうの為騎面
-

カネミ油症50年

w

マ

ト

2

6

26

27
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10月に発覚 して今年で 50年。
老破害者の苦しみは続いてお
り、牛寺に?草梁油を当時摂取し
た蟹珠現たちは、子や秀系ら次÷世

牛
ラ
バ
を
子
ぽ
い

ーー
て

油
ゞ
憎
で

正
し
式
業
は
き
め

感
覚
庭
汚
ち
ま
痛

ミ
発
切
に
た
き
を

ネ
に
者
特
親
の
心

カ
月
害
一
母
へ
、

10
被
り
た
代
れ

試合終了の笛が鳴り・前回覇者の青森山田に勝利し喜ぶ長崎総合 日 ジ 月 向 で
科子当メくイホの選手たこち = フクダ備電子アリーナ (ラ積崎i式握環杉)
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L
I
N
B
(
ラ
イ
ン
)
が
会

員
制
交
流
サ
イ
ト
(
S
N
S
)

を
使
う
子
ど
も
を
適
切
に
指
導

で
き
る
よ
う
、
保
護
者
・
教
員

向
け
に
新
教
材
を
開
発
し
、
2

月
に
も
ラ
イ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
す
る
こ
と
が
3

日
、
分
か
っ
た
。
い
じ
め
や
長

い
じ
め
、
長
時
間
利
用
に
対
策

時
間
利
用
へ
の
対
応
策
を
提
案
+

す
る
内
容
で
、
P
T
A
な
ど
で

瞳 墜醗 隷鶴熱壷週
‐だこて即しむこ置見せらそル性ク制で

　　　　　　　　　　
全国高校サッカー

の
活
用
を
促
す
。

教
材
の
最
終
案
は
保
護
者
の

漠
然
と
し
た
不
安
を
、
悪
口
、

個
人
情
報
漏
え
い
、
長
時
間
利

用
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
な
ど1
0
項

目
に
整
理
。
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン　

　　　

　

」

　
　

　　　　　 　

,一

11‐′

　　

　
　
　郷

　　
　
　

【
′

　
　

　

　神風
棋
内
版
ツ
み
会

「
将
案
戎
÷
や

説
碁
画
錫
ポ
く

小
囲
映
地
ス
お
社

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

で
有
害
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
を

制
限
で
き
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
」
機
能
を
使
う
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
し
た
。

　
　
　
　
　

醗
酵
覆

　
　
　　
　

一元諏吻被
せ
効果的
だ

悪
口
や
い
じ
め
へ
の
対
策
は

即
効
薬
が
な
い
も
の
の、
言
わ
れ

兼
家…
急
叢

へ
こ
に
つ
違
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
ノーJ
を一
一
′、J
モー
に
上汐
キ
ス
≧
、
t・
三
」

だ
と
提
案。「
ま
じ
め
だ
ね」
と
い

を
韓
国
政
府
が
歓
迎
し
、
受
け

入
れ
準
備
を
指
示
し
た
こ
と
を

高
く
評
価
。
党
統
一
戦
線
部
や

祖
国
平
和
統
一
委
、
国
家
体
育

指
導
委
員
会
に
対
し
、
誠
実
な

姿
勢で
韓
国
側
と
実
務
的
な
対

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
た
。
ま

【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
一
米
C

B
S
テ
レ
ビ
電
子
版
は
2
日
、

北
朝
鮮
が
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ

ル
(
I
C
B
M
)
の
発
射
の
準

北
ミ
サ
イ
ル
発
射
準
備
か

う
、
連
絡
チ
ャ
ン
ネ
ル
再
開
を

指
示
し
た
と
い
う
。

南
北
間
に
は
板
門
店
の
回
線

の
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
西
方
の
黄

海
な
ど
に
も
軍
事
当
局
間
の
通

信
線
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

備
を
進
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る

と
報
じ
た
。
昨
年1
1
月
に
新
型

I
C
B
M
が
発
射
さ
れ
た
の
と

同
じ
場
所
で
動
き
が
見
ら
れ
、

L
I
N
E
が
保
護
者
教
材

っ
た
言
葉
は
人
に
よ
り
受
け
取

り
方
が
違
う
こ
と
を
例
示
し
た
。

教
材
は
静
岡
大
の
塩
田亘
害

准
教
授
と
共
同
開
発
し
た
。
塩

田
氏
は
「
子
ど
も
に
は
既
に
情

報
に
関
す
る
モ
ラ
ル
に
つ
い
て

授
業
な
ど
で
学
ぶ
機
会
が
あ

る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
そ
う
し

た
機
会
が
な
か
っ
た
保
護
者
も

追
い
つ
い
て
い
く
た
め
、
交
流

サ
イ
ト
の
特
性
を
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い」
と
話
し
て
い
る
。

L
1
N
E
教
材
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
子
ど
も
の
会
員
制
交
流
サ

イ
ト
(
S
N
S
)
利
用
で
の
不
安

を
悪
口
、
長
時
間
利
用
、
高
額
課

金
な
ど1
0
項
目
に
整
理
。

一
、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
で
有
害

サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
で
き

る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
機
能
の

使
用
推
奨
。

一
、
ス
マ
ホ
を
使
う
際
の
ル
ー

ル
を
子
ど
も
に
決
め
さ
せ
る
と
効

果
的
。

一
、
言
わ
れ
て
嫌
な
言
葉
が
人

に
よ
り
違
う
こ
と
を
教
え
る
。

【1
8
面
に
関
連
記
事
一

サ
ッ
カ
ー
の
第9
6
回
全
国
高
校
選

手
権
第
4
日
は
3
日
、
千
葉
市
の
フ

ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
な
ど
で
3
回
戦

8
試
合
が
行
わ
れ
、
本
県
代
表
の
長

崎
総
合
科
学
大
付
は
前
回
覇
者の
青

森
山
田
を
1
1
0
で
破
り
、
初
の
8

強
入
り
を
果
た
し
た
。(

中
島
崇
雄
)

今
週
後
半
か
来
週
に
も
発
射
に

踏
み
切
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
い
る
。

北
朝
鮮
は
昨
年1
1
月
、
米
本

土
全
域
を
攻
撃
で
き
る
新
型
I

C
B
M
「
火
星1
5
」
の
発
射
実

験
に
成
功
し
た
と
表
明
。
金
正

恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
は
今
月

1
日
、
国
営
テ
レ
ビ
な
ど
を
通

じ
発
表
し
た「
新
年
の
辞」
で
、

米
本
土
全
域
が
核
攻
撃
の
圏
内

に
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、
核

弾
頭
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
量
産

し
実
戦
配
備
に
拍
車
を
掛
け
る

よ
う
指
示
し
た
。

長
総
大
付
は
前
半2
5
分
、
F
W
安

藤
の
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
で
先
制
。
こ

の
1
点
を
全
員
で
粘
り
強
く
守
り
き

っ
た
。
準
々
決
勝
は
5
日
午
後
2
時

1
0
分
か
ら
さ
い
た
ま
市
の
浦
和
駒
場

ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
昨
夏
の
全
国
高
校

総
体
王
者の
流
通
経
大
柏(
千
葉
)

と
対
戦
す
る
。

ー
、
1
」
初
詣
の
願
い
事
は
「
酔

,一二
三
4
撃
」
か
、
そ
れ
と
も
、

二

.
小
つ
現
実
的
こ
「
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-
‘三
上11
8
維
汚

彰
一
ラ

.L
三
一
=
年
後
に
こ
α
舞
台
を

,

レ
ン
ジ
"
を
重
ね
合 　

　
　
　
　
　
　

福
岡
鹿
児
島
那
覇
高
知
大
阪
名
-

朝 昼 夜 朝 昼 夜
長
崎

。
m

。
1
0
。
知

大
瀬
戸

。
1
0

。
1
0
。
知

佐
世
保

0
1
0

0
1
0
。
知

平
戸

。
1
0

。
1
0

。
2
0

内
り
)

県
降
会

o
が
協

坂
雨
象

り
に
気

下
く
本

り
遅
日

く
夜
(

つ

、
繁
も

気
が
所

　
　
　

は
だ

=

“

,

‘
Z

,

図
4
賜
汐

.
駿
受

れ

,
4

＼

'

ノ

鞭
俸
＼
＼
抑

き
っ
と
少
な
く
は
な
い
は
ず
▲

を
「
正
夢
」
に
し
て
く
れ
た
サ

ア
ー
レ
ン
長
崎
。
チ
ー
ム
も
サ
。

の
リ
ー
グ
戦
開
幕
が
待
ち
遠
し

の
お
正
月
▲
そ
ん
な
長
崎
の
サ

と
高
く
し
そ
う
な
戦
い
ぶ
り
だ

国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
、
本

合
科
学
大
付
属
高
が
ベ
ス
ト
8
7

番
の
持
ち
味
は
V
長
崎
と
同
じ

ル
と
相
手
を
追
う
ハ
ー
ド
ワ
ー

戦
、
対
戦
相
手
は
前
年
の
優
勝

ム
に
な
っ
た
が
、
時
折
ゴ
ツ
ン

激
し
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
ゴ
ー

三
の
好
セ
ー
ブ
で
多
彩
な
攻
撃

に
挙
げ
た
1
点
を
守
り
切
っ
た

れ
で
す
よ
ね
」
「
次
も
夢
中
で

技
術
は
大
し
た
こ
と
ね
え
ん
だ

の
小
嶺
忠
敏
監
督
。
文
字
に
お
?

も
ふ
た
も
な
い
言
い
草
の
よ
う

調
に
は
「
走
れ
走
れ
」
の
猛
練
、

き
た
選
手
へ
の
愛
情
と
信
頼
が
り

で
あ
と
三
つ
。
さ
す
が
に
ま
だ

自
制
し
つ
つ
、
欲
張
り
な
初
夢

載,
轍

樫山
燃
す

ご
1
ー-
.
y

r
′・
′′{′十.」
.

+.rt1′1・

　

韓
国
統
一
省
に
よ
る
と
、
3

日
の
通
話
で
は
通
信
や
機
器
に

問
題
が
な
い
か
な
ど
を
確
認
し

た。
韓
国
政
府
は「
歓
迎
す
る
。

今
後
会
談
の
開
催
と
、
そ
れ
に

関
す
る
実
務
的
問
題
を
協
議
し

た
い
」
と
強
調
。
再
開
を
発
表

し
た
北
朝
鮮の
縄
個
平
和
統
一

委
損"
法
の
李
善
権
委
員
長
は

「、
在
露
大
統
領
」
と
言
及
し

た
。
北
朝
鮮
側
が
文
氏
に
大
統

領
の
呼
称
を
つ
け
る
の
は
初
め

て
と
い
う
。

李
氏
に
よ
る
と
、
金
正
恩
氏

は
代
表
団
派
遣
の
用
意
が
あ
る
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サ
ッ
カ
ー
の
全
国
高
校
選
手
権
第

2
0
0
4
年
度
に
3
位
と
な
っ
た
国

城
)
、
上
田
西
(
長
野
)
、
米
子
北

4
日
は
3
日
、
千
葉
市
の
フ
ク
ダ
電

見
以
来1
3
年
ぶ
り
。

(
鳥
取
)
、
前
橋
育
英
(
群
馬
)
が

子
ア
リ
ー
ナ
な
ど
で
3
回
戦
8
試
合

昨
夏
の
全
国
高
校
総
体
覇
者
の
流

準
々
決
勝
に
進
ん
だ
。

が
行
わ
れ
、
本
県
代
表
の
長
崎
総
合
通
経
大
柏(
千
葉)
は
日
章
学
園
(
宮

長
総
大
付
は
前
半2
5
分
、
F
W
安

科
学
大
付
は
前
回
優
勝
の
青
森
山
田

崎
)
を
1
1
0
で
退
け
た
。
こ
の
ほ

藤
の
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
で
先
制
。
そ

に
1
1
0
で
競
り
勝
ち
、
初
の
8
強

か
、
日
本
文
理
(
新
潟
)
、
矢
板
中
の
後
は
青
森
山
田
の
猛
攻
に
遭
っ
た

入
り
を
果
た
し
た
。
県
勢
と
し
て
は

央
(
栃
木
)
、
明
秀
学
園
日
立
(
茨

が
、
G
K
湊
、
D
F
田
中
ら
を
軸
に

　
　
　
　
　
　
　

第

‐

.

・ー:
.

(平成30年) ー
H
【朋

ス
慰
安

年

罰

-
-

　

　

　
　
　

　

崎
大

長

　総 る　
第 4 日

全
員
守
備
で
し
の
い
だ
。

第
5
日
は
5
日
、
各
地
で
準
々
決

勝
4
試
合
を
実
施
。
長
総
大
付
は
午

後
2
時1
0
分
か
ら
さ
い
た
ま
市
の
浦

和
駒
場
ス
タ
ジ
ア
ム
で
流
通
経
大
柏

と
対
戦
す
る
。

(
中
島
崇
雄
)

　　 　　 　　 　　　　　 　鱈醗酵霊園誘導轟難聴醗酵悪
ー
▽
3
回
戦

ー
園
に
も
、
空
中
戦
に
強
い
D
F

端
燐
・
命
品)
o
慕
山
m
稲
木
を
投
入
し
て
対
応
。
墓
晶

【
評
】長
崎
総
合科
学
大
村

が
全
員
守
備で
青
森
山
田
を
完

封
。
前
半2
5
分
に
エ
ー
ス
ス
ト

ラ
イ
カ
ー
安
藤
が
個
人
技
で
決

め
た
1
点
を
守
り
き
っ
た
。

長
総
大
付
は
マ
ン
マ
ー
ク
を
▼

徹
底
。
M
F
嶋
中
、
諸
石
が
相

手
の
キ
ー
マ
ン
に
自
由
に
プ
レ

ー
さ
せ
な
か
っ
た
。
互
い
に
ロ

ン
グ
ス
ロ
ー
で
好
機
を
つ
く
る

展
開
。
後
半
は
サ
イ
ド
か
ら
崩

さ
れ
、
決
定
機
も
つ
く
ら
れ
た

が
、
G
K
湊
の
好
セ
ー
ブ
な
ど

で
し
の
い
だ
。
途
中
出
場
し
て

き
た
1
9
5
空
の
長
身
F
W
三

墨百
森
山
田
一

山
田
内
藤
川
中
家
崎
村

坪

山

堀

鍵
蓑
小
佐
瀬
閉
卿
橿
中1
5
5
m

W1
1
K
K

F
S
C
F

井
府
中
川
原
本
山
石
木
藤
6
31
0

　武
別
田
小
西
岩
嶋
諸
荒
安

【
長
総
大
付
】

▽
交
代【
長
一
柏
木(
西
原
)【
青
一

-;
圏(
浦
川
)
住
田(
佐
藤
)

・i‐.--.- 、
. J

○・:
長
崎
総
合
科
学
六
付
の

G
K
湊
が
好
セ
ー
ブ
を
連
発
。

抜
群
の
シ
ュ
ー
ト
ス
ト
ッ
プ
や

1
対
1
の
対
応
で
、
青
森
山
田

の
強
力
な
攻
撃
陣
を
封
じ
た
。

3
年
生
の
守
護
神
は「
み
ん
な

が
体
を
張
っ
て
コ
ー
ス
を
限
定

し
て
く
れ
た。-
そ
の
思
い
を
無

駄
に
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
頑

張
れ
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

後
半2
5
分
は
1
9
5牝ン
の
長

な
運
動
量
を
生
か
し
て
最
後
ま

で
体
を
寄
せ
、
シ
ュ
ー
ト
コ
ー

ス
を
限
定
し
た
。

青
森
山
田
は
F
W
中
村
、
M

F
郷
家
を
中
心
に
猛
攻
を
仕
掛

け
た
。
シ
ュ
ー
ト
計
橋
本
を
放

っ
た
が
、
決
定
力
を
欠
い
た
。

▽
3
回
戦

流
通
経
大
L＼
0
ー
0ノ
)
日
章
学
園

(
T
葉
)
」′
1
1
0＼
(
(
宮
崎
)

粕▽
得
点
者【
流】
加
藤
連

　
　　　
　
　　
　
　

▽
得
点
者【
矢
】
稲
見

　
　
　　
　
　　
　　
　
　

▽
得
点
者【
米
】
坂
田
ぶ同
橋
諒、
奥
石

　
　
　
　
　　
　

V
得
点
者
【
ヒ
一
丸
山
、
根
本
2
、
田

中
悟
2

　
　
　
　
　
　

(
P
K
5
ー
3
)

▽
得
点
者【
明
一
荒
作【
大
一
菊
井

"蝋鋼賄
奨ー(m首00
)富山
第
-

)1 ・) 央 ‐. へ )

‐--懲 罰 .『前
」

,.認 上 箭ふ誠 ふ
　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　
‐墓捷 馨1 羅山菌二長崎談合 ,雇 T 芙 ‐1

　 　　 　 　 　　　 　　 　

V
得
点
老
舗
】
飯
島

(
P
K
7
1
6
}

▽
得
点
者【日
】
亀
山【
作
】黒
瀬

合
ン
K

~
斗
【
科
グ
湊

　
　
　
　
　

rr

・.'

G
K
湊
、
好
セ
ー
ブ
連
発

-
身
F
W
三
園
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ

ュ
ー
ト
を
横
っ
跳
び
し
て
右
手

で
パ
ン
チ
ン
グ
。
ゴ
ー
ル
前
に

迫
っ
て
く
る
相
手
に
臆
せ
ず
、

間
合
い
を
詰
め
て
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
与
え
た。
試
合
終
了
間
際
、

F
W
中
村
が
抜
け
出
し
た
ピ
ン

チ
も
冷
静
に
対
応
し
た
。

準々
決
勝
で
対
戦
す
る
流
通

経
大
柏(
千
葉)
は
因
縁
の
相

手
。
昨
夏
の
全
国
高
校
総
体
準

々
決
勝
で
、
後
半2
9
分
に
不
意

を
突
か
れ
て
勝
ち
越
し
の
ミ
ド

ル
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
た
。

「
リ
ベ
ン
ジ
と
い
う
思
い
が
一

番
強
い
。
集
中
を
最
後
ま
で
切

ら
さ
ず
に
無
失
点
で
頑
張
り
た

い」
と
闘
志
を
燃
や
し
て
い
た
。

(
中
島
祭
雄
)

決
定
力
不
足
で

青
森
山
田
敗
退

01一割
回
王
者
の
青
森
山
田

は
長
崎
総
合
科
学
大
付
の
6
本

を
大
き
く
上
回
る
馬
本
の
シ
ュ

ー
ト
を
浴
び
せ
た
が
、
ゴ
ー
ル

を
割
れ
な
か
っ
た
。
黒
田
監
督

は
「
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
が
、

昨
年
の
チ
ー
ム
に
あ
っ
た
決
定

力
が
な
か
っ
た
」
と
淡
々
と
敗

戦
を
受
け
入
れ
た
。

開
会
式
で
選
手
宣
誓
を
し
た

守
備
の
要
、
小
山
内
主
将
は

「(
失
点
の
)
シ
ュ
ー
ト
を
打

た
せ
て
し
ま
っ
た
の
が
敗
因
」

と
目
を
真
っ
赤
に
は
ら
し
・
J

I
神
戸
入
り
す
る
郷
家
は
「
優

勝
を
狙
っ
て
い
た
。
す
ご
く
悔

し
い
」
と
ぼ
う
ぜ
ん
自
失
の
様

子
だ
っ
た
。

、
弱
-

~

'
r
ふ
も
‐′
＼
↓

‐′・

′

犠
ご
ね駒

場
　
　
　

、

ーー
,
L

…二. 国 ー 図 書

　　
　

　
　
　

　

　
　
　
　

　　　
　
　　
　

′シ
ー
特
大
△

　
　
　
　
　

州
卜
の

~
分
は

【日本品腔 石川‐東福岡】前半lo分、トライを決める東福岡・堀田 =花園

海
外
サ
ッ
カ
ー

【
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン(
英

国
)
共
同
一
サ
ッ
カ
ー
の
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
ミ
ア
リ

ー
グ
で
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
の

吉
田
麻
也
は
2
日
、
ホ
ー
ム

の
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
戦
に

フ
ル
出
場
し
た
q
試
合
は
1

1
2
で
逆
転
負
け
し
た
。

　　
　
　　
　　
　
　

○
÷
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
は
9

戦
勝
ち
な
し
で1
7
位
に
転
落
し

た
。1
8
位
ス
ト
ー
ク
と
同
じ
勝

ち
点2
0
と
降
格
圏
が
す
ぐ
そ
こ

険
し
い
表
情

′

　　
　
　
　

ち
な
し
で1
7
位
に
転
落
し

.
L
内

‐

・
,

ーニ

　

　
　

　
　
　
　

　
　　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　　
　

　　　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　　
　

「

′
,

-

r

r

-

ー

・

ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
戦
の
前
半
、
^

ン
プ
ト
ンの
吉
田(
上
)

」
競
り
合
う
サ
ウ
サ

ン
プ
ト
ン
套ハ
同
)

吉
田
は
フ
ル
出
場

/
ル
〕
さ

内
田
、
鹿
島

に
迫
り
、
吉
田
は
「
早
く
こ
の

状
況
か
ら
抜
け
出
し
て
軌
道
修

J
I
鹿
島
は
3
日
、
元
日

本
代
表
の
D
F
内
田
篤
人

(2
9
)
が
ド
イ
ツ
2
部
リ
ー

グ
、
ウ
ニ
オ
ン
・
ベ
ル
リ
ン

か
ら
完
全
移
籍
で
加
入
す
る

と
発
表
し
た
。
約
7
年
半
ぶ

り
の
古
巣
復
帰
で
、
9
日
か

安
藤
先
制
G
青
森
山
田
に
1
1
0

、二
孫
濯
ぎ

、

.

ご

ー

ノ

f、

　　
　
　
　

　
　

　

　
　

　

　

　

、'′

・・
ト
‐・

、.

.▲‘′

、◆

'、L.‘-‐
、.
′

呈
露　

　　
　

　
　

　

ー

/

＼

〆

・
u
ば
象

-

.

、
滝
誹
議川
風.
,
三
討
議

〆

′

1

　
　
　
　
　　
　
　　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　

　　
　
　

総長
【
3
回
戦
、
青
森
山
田
ー
長
崎
総
合
科
学
大
付
一
前
半2
9
分
、
長
総
大
付
の
F
W
安
藤
(
右
)
が
相
手
に

囲
ま
れ
な
が
ら
も
ド
リ
ブ
ル
突
破
を
図
る

=
フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
(
波
崎
武
撮
影
)

　　
　
　　　
　　　
　　
　

1
L1
:
1
ト
‐准
農

第 3種郵便物認可)

試
合
終
了
の
笛
が
鳴
る
と
、
長
崎

総
合
科
学
大
付
イ
レ
ブン
は
拳
を
天

に
突
き
上
げ
た
。
2
連
覇
を
狙
う
青

・
・
森
山
田
の
猛
攻
を
し
の
い
で
初
の
8

強
入
り
。
「
強
い
チ
ー
ム
が
勝
つ
と

は
限
ら
な
い
。
少
々
の
可
能
性
を
信

め
じ
て
や
れ
ば
、
こ
ん
な
ま
ぐ
れ
も
あ

掘
る
」
。
小
嶺
監
督
は
満
足
そ
う
に
う

使
な
ず
い
た
。

小嶺監督「強い方が勝つとは限らない」

ハ
イ
ラ
イ

-

糸雨面糸偏…集・山ロ珠等台

U
ー1
8
日
本
代
表
で
J
I
神
戸
内

定
の
M
F
郷
家
、
J
2
山
形
内
定
の

F
W
中
村
ら
タ
レ
ン
ト
が
そ
ろ
う
難

敵
。
「
個
の
力
で
は
か
な
わ
な
い
。

マ
ン
マ
ー
ク
し
か
な
い
」
(
小
嶺
監

督
)
と
練
っ
て
き
た
戦
術
が
奏
功
し

た
。
G
K
湊
の
ビ
ッ
グ
セ
ー
ブ
も
あ

り
、
シ
ュ
ー
ト1
5
本
を
浴
び
な
が
ら

無
扶
漁で
終
え
た
。

桔
抗
し
た
展
開
で
エ
ー
ス
ス
ト
ラ

イ
カ
ー
が
仕
事
を
果
た
し
た
。
J
1

・
C
大
阪
入
り
が
決
ま
っ
て
い
る
F

W
安
藤
。
前
半2
5
分
、
ミ
ド
ル
レ
ン

ジ
で
ボ
ー
ル
を
受
け
る
と
、
鋭
い
タ

ー
ン
で
D
F
2
人
を
置
き
去
り
に
。

右
足
を
振
り
抜
き
、
ゴ
ー
ル
右
隅
に

た
た
き
込
ん
だ
。
勝
利
へ
導
く
3
試

合
連
続
弾
に「
自
分
の
1
点
で
勝
つ

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
は
に

か
ん
だ
。

次
は
昨
夏の
全
国
高
校
総
体
準
々

決
勝
で
負
け
た
流
通
経
大
柏(
千
葉
)

へ
の
リ
ベ
ン
ジ
マ
ッ
チ
。
安
藤
が
累

積
警
告
で
出
場
停
止
に
な
る
が
、
チ

ー
ム
の
思
い
は
一
つ
だ
。
主
将
の
D

F
田
中
は
「
代
わ
り
に
出
る
選
手
で

カ
バ
ー
す
る
。
き
ょ
う
と
同
じ
よ
う

な
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
れ
ば
、
結
果
は

つ
い
て
く
る
」
。
夏
の
雪
辱
を
果
た
‐

し
、
初
の
全
国
4
強
へ
。
一
致
団
結

し
て
大
一
番
を
迎
え
る
。

(
中
島婁ホ
雄
)

、
※一

に
,
一

ど、守備面でチームに貢外 し三 1 11 十…= 十十 十“
　 　 　 　 南犬できたと思、う。

◆MF 岩本歓 (3年)
◆小端領忠敏霊的瞥 最そ麦 前線にボーノレを入れさ

15分は月崩れ床こげ;れど、そ せないために、寄せるデ、
れ まで は…集中 して′守っ イフェンスを心捗トけた。
た。 FW 安藤防ぐよく点を 危ない場面はィ可i度かあっ
取 って くれした。 (1重 そ々央 たカミ 無窮辱点にf抑えるこ
月券は )流通…経大柏 (;干葺≦) とができ、次につなカミっ
カミ上。チ ャ レンジで・-ずよ。 た。
イ可も失うものはない。 ◆ M F嶋中春児し(3 年ミ)

◆M F西原先毅(3年) 青森山田のMF 郷家に
青-林÷山田の守備陣はヘ マンマークをしてrいた。

ディングや}対人力句重かっ スぺ-スに入るのがうま
たカミ、気ヂ寺ちで・負けたら 〈、足元▼の拐斧桁も肩乳、の
いけないと意、言哉した。相 で＼ 抜ミカ・射しないように字主
手-のアンカーにポ、一ノレカミ 意、して足巨禽佳を考えなカベら

　　
　　
　

児
F
て
の
も
よ
え

春
M
し
ろ
術
い
考

中
の
を
入
技
な
を

嶋
田
ク
に
の
れ
離

F
山
一
ス
元
か
距
0

M
森
マ
一
足
抜
て
た

0
◆
青
ン
ぺ

、
、
し
れ

た

マ
ス
〈
で
意
守

安
れ
蘇
?
も
西
田
や
持
と
カ
プ

W
く
細
目
う
F
山
グ
気
い
ン
ら

F
て
酵
ヨ
失
M
森
ン
、
な
ア
た

0
っ
は
上
も
◆
青
ィ
が
け
の
っ

こ
取
勝
が
何

デ
た
い
手
入

つ
ら
相
が
な

　　　　　　
　

　　　　　
　

　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　
　

ー
ン

ま

こ

F

.
,
ー
戸

　
　

　　
　

-

、ー

　　　　　　　　　　　　
　

　
　
　
　
　

【
3
回
戦
、
青
森
山
田
ー
長
崎
総
合
科
学
大
付
ー
後
半

2
分
、
長
総
大
付
の
M
F
嶋
中(
右
)
が
青
森
山
田
の

M
F
郷
家
に
体
を
寄
せ
る(
波
崎
武
撮
影
)

東
福
岡、
桐
蔭
学
園
な

○
ー
東
福
岡
は
s
o
丸

応
。
攻
守
の
か
み
合
っ
た
勝

山
、
W
T
B
焼
山
が
そ
れ
ぞ

利
に
丸
山
は
ぶ7
日
は
楽
し

れ
2
ト
ラ
イ
を
奪
う
な
ど
、

か
っ
た」
と
相
好
を
崩
し
た
。

走
力
豊
か
な
バッ
ク
ス
が
本

今
大
会
初の
メ
イン
グ
ラ

領
を
発
揮
し
た
。
相
手
の
強

ウ
ン
ド
で
の
試
合
に
「
芝
が

力
な
留
学
生
も
複
数
の
選
手
深
く
て
踏
ん張
れ
ず
、
ボ
ー

で
マ
ー
ク
し
、
し
っ
か
り
対

ル
も
手
に
付
か
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